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1は じ め に
岩手県で新たに導入された液状コンポストシステムは、

乳牛のふん尿を固液分離して固形分は従来通りたい肥化

し、液分は曝気処理後飼料作物等の肥料として活用する

もので、化学肥料の節減が期待されている。そこで、適

切な液状コンポストの利用法を開発するため、成分特性

と簡易分析法について検討を行った。

2試 験 方 法
(1)液状コンポストの曝気条件及び試料採取方法

現地農家に設置された、搾乳牛 30頭規模の液状コ

ンポスト調整プラントで検討を行った。液状コンポス

トの調整は農家が行つている形式で行つた く固液分離

後の液分を毎日～数日の間隔で投入、その際、曝気槽

から投入する量だけ貯留槽に汲み上げる。)。 調査年

次 :2003～ 2004、 サンプリング時期 :4月 ～10月 、サ

ンプリング点数 :22点。2004年については、貯留槽

の表層から30cmを 上層、貯留槽底面から30cm程度を

下層として、層位別のサンプリングを行った。

(2)液状コンポスト成分分析方法

分析においては、pHは pHメーター、ECは ECメ
ーターで測定した。NH4‐ N、 N03‐Nは、原液 lmlを
250mlの 11%KClで抽出後、プランルーベ社 AAⅡで

分析した。TNは、原液を硫酸―過酸化水素分解後AA
Ⅱで分析した。TP20o、 ■&0は 硫酸―過酸化水素
分解後、 TP205は アスコルビン酸還元法を用いた比
色法、T・K20は炎光法、■MgO、 TCaOは灰化後 lN
塩酸で抽出、原子吸光法によって分析した。乾物率は、

105℃ 、24時間で乾燥後、測定を行う。アンモニ

ア試験紙による分析は、原液を水で 100倍に希釈

したものをサン′プル液とし、所定の手順により分

析を行うものとする。

3試 験 結 果 及 び 考 察
(D液状コンポスト成分含有率

成分含有率の平均値は表 1に蒻 。全窒素のうち 6跳程

度がアンモニア態窒素、残りは有機態窒素として存在し

ている俵 1)。 固液分離後の液分を曝気処理したもの

であるため、スラリーと比較して乾物率は低く、成分

含有率も全体的にやや低い。全窒素に占めるアンモニ

ア態窒素の割合は、スラリーよりもやや高い傾向にあ

った。塩基類は全体的にスラリーよりもやや低かつた。

② 成分含有率の変動

貯留槽に屋根がないことから、降雨の影響によると

みられる水分率の変動が見られた (図 1)。 また、貯

留槽内の層位によっても変動が認められ、上層で水分

率が高く、下層で低い傾向にあった。層位による水分

の違いは、液状コンポスト中の固形部が時間経過とと

もに沈降するためであると考えられる。

また、水分率と同様の変動が成分含有率にも認めら

れ、上層部は下層部よりも変動が大きかった (図 1)。

水分率、成分含有率の変動が大きいことから、利用

に当たつては必要な施llE量を計算するために成分含

有率の推定を行う必要性が認められた。

(D成分の簡易推定法
T‐Nは乾物率と最も相関が高く、EC及びアンモニ
ア試験紙の指示値との相関も高かつた (図 2～ 4)。 ま

た、EC及び乾物率から重回帰によって策定した推定
式を利用することによって、より高い精度で推定が可

能であると考えられた (図 5)。 T‐P205は乾物率と相

関が高かったため、乾物率から推定式を作成した。

T‐K20は EC、 乾物率とも相関は見られたものの、単

体では相関が低い傾向であつたため、ECと乾物率か
ら重回帰によって推定式を作成した (データ省略)。

以上から図 6のとおり推定式を定めた。推定に当たつ

ては、ECは原液を測定した数値を推定式に用いる。

4 ま と め
液状コンポストは、降雨などの影響や貯留槽内の位置

によって成分含有率に変動が見られるため、適切な利用

に当たっては成分含有率の簡易推定を行う必要がある。

TNはアンモニア試験紙で現場で推定が可能であり、さ
らに、EC、 乾物率から推定すればより高精度の推定が可

能である。
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図1液状コンポストの水分変動と月別降水量の推移(H16)
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(参考)液状コンポスト処理フロー図

図2乾物率と全窒素の関係
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図3 ECと全窒素の関係
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アンモニア試験紙指示値

図4アンモニア試験紙と全豊素の関係
ネ試験紙指示
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図5T― N推定式の精度 (EC、 乾物率)
OT―N(■ )-00110いいS/om)■ 00472屹 物摯 (%)つ 07234

01貯留槽上層
■:貯留槽下層
□:月別降水ニ

Tttl■ l=00324× ECfmSたmlЮ l13(R旬 61)

→ 0057Xア ンモニア訂琴瀬睦蜘瓢mg/L)■ 11052

(R旬 72)

● 01∞×∝ CtS/cml‐ 0472XttlMlつ 07284
は句Э93)

TP.051tl=008114× 瑠露勿率lbl● 0944('≧092)

T ttα)=00187× EC"/chlЮ 0131× 乾物率 1001■ l10737
1R20581

図 6 各成分の推定式
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